
職種：ディレクター・ウェブマスター（制作監督・業務管理）
職務：設計・制作ディレクション

【概要】

　企画されたコンテンツの具現化、目標の達成を目指し、制作されるコンテンツやウェブサイトの設計・制作における組織やスケジュールの管理を行う。

【仕事の内容】

ウェブ・コンテンツ制作現場において、実際に制作にあたるスタッフを統轄する現場責任者である。必要な技術や仕組み、また最も適した機能などを幅広い知識で提案、対応し、検索性や操作性を常に考え、利用者が使いやすい仕組みになるよう技術力を発揮する。

具体的には、事業企画などに沿って、コンテンツ企画、アクセス解析、ユーザーインターフェース改善、サイト仕様定義、デザイン、コーディング業務などについて、予算とスケジュールを管理しながら、制作現場で発生する業務進捗をマネジメントし、支援を行う。制作スタッフに的確な指示を出し、また、出来上がってきた作品を細かくチェックし、完成させるまでの幅広い領域を担当する。
【求められる経験・能力】

（1） 制作現場において、細部から全体像までプロジェクト及びそのクオリティを管理し、的確な判断、指示を出すことが求められ、裏付けられた知識、経験が必要となる。このため、制作現場での経験を積んだ後にディレクターヘキャリアアップするパターンが多い。

（2） 中途採用の際は、運用・制作の専門知識はもとより、企画、マネジメントなど当該業務における実務経験やスキルが求められる。
（3） コミュニケーションスキルが高く、自ら積極的に行動する人（情報収集／改善・課題／新たな技術の習得など）、現状のスキルに満足せず、新しい技術も駆使しつつ、創造する前向きな向上心のある人が求められる。

【関連する資格・検定等】

· ウェブデザイン技能検定１級・２級・３級〔厚生労働省 職業能力開発促進法
（国家検定）〕［指定試験機関：特定非営利活動法人 インターネットスキル認定普及協会］
· ＩＴパスポート試験［独立行政法人 情報処理推進機構］
· プロジェクトマネージャ試験［独立行政法人 情報処理推進機構］
· 情報セキュリティスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］
· コンピュータサービス技能評価試験［中央職業能力開発協会］

· Ｗｅｂデザイナー検定［公益財団法人 画像情報教育振興協会］

· マルチメディア検定［公益財団法人 画像情報教育振興協会］
· ＩＴコーディネータ［特定非営利活動法人 ＩＴコーディネータ協会］
· ＩＴＩＬ－Ｆ
・ 知的財産管理技能検定〔一般公益財団法人 知的財産研究教育財団〕

・ 人間中心設計（ＨＣＤ）専門家資格認定制度〔特定非営利活動法人 人間中心設計推進機構〕
【労働省職業分類（小分類）との対応】

１０３ 情報処理プロジェクトマネージャ
１０４ ソフトウェア開発技術者

２３４ プロデューサー、演出家
【参考：ＩＴスキル標準［独立行政法人 情報処理推進機構〕のキャリアフレームワークとの対応】

・プロジェクトマネジメントに相当する。

